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第 l 章では，従来からの鉄 クロム合金に関する平衡論的研究と生成介在物研究を総括し，主なる
問題点をあげている。











第 5 章では，合金からの介在物抽出方法について研究したD さらに人工的にクロム炭化物を作製
し，その分極特性を検討することにより，実用不銃鋼に定電位電解法を適用することで酸化物型介在
物を抽出することができることを明らかにしている。
第 6 章では，生成介在物の構成成分の確認のため放射化分析した結果，クロマイトと三二酸化クロ
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ムならびに三二酸化鉄の相互固溶から介在物が構成されていることを明らかにしている。
第 7 章では，溶クロムにクロマイトならびに溶鉄に三二酸化クロムを添化した場合に生成する介在
物を研究し，クロマイトの添加は生成介在物の軸長に変化を与えることを明らかにしている。
第 8 章では，鉄ークロム合金に生成する介在物と同一形態のものを人工的に作製できたことによ
り，製造時の酸素分圧が明らかになり，乙の値と従来の平衡論的研究で得た溶融合金中の溶解酸素量
から熱力学的数値を用いて計算した酸素分圧との比較検討が可能となったことを明らかにしている。
第 9 章では，以上の諸結果を総括して考察を下している。
論文の審査結果の要旨
本論文は鉄ークロム合金に生成する酸化物型介在物の分類ならびに挙動を明確になし，工業的には
クロム鋼，不誘鋼の製造時に発生する庇の除去対策を確立し，学問的には生成介在物の形態に関する
生成機構について新しい知見を与えている口
以上のように本論文は冶金学，治金工業の発展に寄与するところが大きく博士論文として価値ある
ものと認める。
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